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か所にも存在する。興味深いことに、このような塩基
配列は、がん関連遺伝子や神経性疾患関連遺伝子の、
UTRやイントロン等の領域に局在している。
我々は、このような四重らせん構造をはじめとする

多様な核酸構造と選択的に結合する化合物群を開発し、
またその過程で、化合物のハイスループットスクリー
ニングシステムを構築してきた。
このような知見を用いて、分子イメージングや医薬

品のリード化合物に資する核酸構造を標的にした機能
性分子の開発を行いたい。分子の提供やハイスルー
プットスクリーニングシステムによる目的化合物の選
出が可能である。
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核酸を標的にした機能性分子開発

核酸を標的にした機能性分子開発

●特徴
核酸（DNAやRNA）は塩基配列や周辺環境に依存

して、多様でダイナミックな構造を形成する。多様
な二次構造と選択的に結合する化合物のスクリーニ
ングや合理的設計を行う。

●研究内容
核酸の標準構造は二重らせん構造である。この二

重らせん構造は、遺伝情報の保持と継承に必要不可
欠である。一方で、核酸鎖は、塩基配列と周辺環境
に依存して、様々な非標準構造を形成する。その代
表例が、グアニンが富んだ核酸鎖が形成する四重ら
せん構造である。四重らせん構造を形成可能なグア
ニンに富んだ塩基配列は、ヒトゲノムの場合、70万
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